
2011 年 12 月 23 日 

ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｽｷｰ･歩くｽｷｰ講習会 

アイロンを使わない簡易ワクシング方法（歩くスキー用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ワクシングパターン(ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝの工程は必須) 

パターン１（長持ちしない）： 

(①) → ⑤ → (⑥) → 滑走 

 

パターン２（パターン１よりは少し長持ち）： 

① → ② → （③） → ④ → ⑤ → （⑥） → 滑走 

 

変形パターン（パターン１よりは少し長持ち、滑走性はパターン２より劣る）： 

① → ② → （③） → ④ → 滑走 

①滑走面のリフレッシュ 

（ブロンズ orメタル）ブラシでト

ップからテールまでブラッシング 

≪歩くスキーの中央ウロコ部に入

り込んだ汚れは、テールからトッ

プ方向にかき出すように≫ 

⑤イージーワックス塗布（中央ウロ

コ部以外）： 

ペースト or 液体/エアゾール：薄く

塗布し、乾燥後、パンストなどで全

体に擦りつける 

固形ワックス：生塗り後、均一に薄

くなるまでコルクで擦りつける 

⑥仕上げ 

ナイロン（白）ブラシでトップから

テール方向に、余分なワックスをか

き出す 

②パラフィンワックス

塗布（中央ウロコ部以

外）：生塗り後、均一に

薄くなるまでコルクで

擦りつける 

ｶﾞﾘｳﾑ:ｴｸｽﾄﾗﾍﾞｰｽ Violet、

TOKO:ｼｽﾃﾑ 3 ｲｴﾛｰ、Swix:CH8、

ﾎﾙﾒﾝｺｰﾙ:ｱﾙﾌｧﾐｯｸｽｲｴﾛｰ‥ 

③スキーベースの加熱： 

ヘアードライヤー（ヒー

トガン不可）で加熱後、

室温で十分冷やす 

④ブラッシング： 

ナイロン（白）ブラシで

トップからテール方向

に、余分なワックスをか

き出す 

 スキーベース（融点：百

三十数℃）を融かさない

ようにドライヤーを移動 パラフィンワックスは、この上に塗布

するイージーワックスを絡め留める

役割（＝ベースワックス）。加熱によ

ってパラフィンワックスがスキーベ

ースに浸透し、ワックスの耐久性がア

ップ 

歩くスキーの中央ウロコ部に液体/エ

アゾール（固形ワックスは不可）を塗

布しても良い（氷結防止） 

ｶﾞﾘｳﾑ:GENERAL ｼﾘｰｽﾞ、TOKO:EXPRESS ｼﾘｰｽﾞ、

Swix:F4 ｼﾘｰｽﾞ、ﾎﾙﾒﾝｺｰﾙ:NATURAL ｼﾘｰｽﾞ‥ 

＜TIPS＞②の工程で雪温に適合したパラフィンワックス

を選択すると、ワックスの耐久性、スキーの滑走性がより

向上します → このレベルを求めるようになったなら、

アイロンを使ったホットワクシングに移行しましょう 

耐久性の高い順：  

①固形、②ペースト、

③液体/エアゾール 


